
カーボンフットプリント理解促進のための消費者向けワークショップ 千葉会場ご報告 

名    称 カーボンフットプリント理解促進のための消費者向けワークショップ 

  「新しいライフスタイル CO2を見ながら“お買いもの”」 

事業の目的 
消費者に暮らしの中でCO2を減らすために役立つ「カーボンフットプリント」を理解していただ

くために、わかりやすい講演や DVD の上映、クイズなどを通して楽しみながらカーボンフット

プリントについて学んでいただくこと。 

日   時 平成 23 年 11 月 26 日（土） 13:30～15:30 

場   所 京葉銀行文化プラザ 6 階 欅 

参 加 者 25 名（内訳：自治体等 3 名、環境/消費者団体 5名、企業 7 名、個人 10 名） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

プログラム 

13:30～13:35  

開会のご挨拶 

 

13:35～13:50  

カーボンフットプリント・・ 

それは何ですか？（入門編） 

カーボンフットプリントをわかりやすくまとめた 

DVD を上映しました。 

 

13:50～14:20 

カーボンフットプリント・・ 

もう少し詳しく知りたいのですが？（初級編） 

カーボンフットプリントの目的やマークについて 

専門家から「ポイント」をわかりやすく説明して 

いただきました。 

社団法人産業環境管理協会 石塚明克 

 

14:20～14:50 

カーボンフットプリントマークの 

ついた商品はあるのですか？（実務編） 

実際にカーボンフットプリントマークの付いた 

商品について、メーカーの方から紹介して 

いただきました。質疑応答も盛んに行なわれました。 

 

実務編① 

日本食研ホールディングス株式会社 平松秀理 氏 

 

 

実務編② 

三信化工株式会社 海老原誠治 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初級編 

 

 

実務編① 

 

 

実務編② 

 

 



 

14:50～15：15 

クイズに挑戦！！ 

あなたもカーボンフットプリント通になれる！（上級編） 

カーボンフットプリントクイズに挑戦し、答え合わせを 

しながら、理解を深めることができました。 

社団法人未踏科学技術協会 水野建樹  

 

15:15～15:25 

新しいライフスタイルとカーボンフットプリント（まとめ） 

消費者として、今後カーボンフットプリントをどのように 

活用するかについて、まとめていただきました。 

公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタ

ント協会 辰巳菊子 

 

15:25～15:30 

主催者より閉会のご挨拶 

社団法人産業環境管理協会 壁谷武久  

 

アンケート記入 

 

 

司会：公益社団法人日本消費生活アドバイザー・ 

コンサルタント協会 大石美奈子 

 

 

上級編の様子 

 

 

まとめの様子 

 

 

主催者挨拶 

 

参加者の 

感想等 

【参加者の質問、意見等】 

 ○WS に参加した感想 

 ・CFP についてよくわかった。企業の方もありがとうございました。（40 代、女性） 

 ・今回のメーカーによる紹介内容は、非常に勉強になりました。①日本食研さんの「CFP に 

  取り組んだ背景」からは、マネジメント戦略が判りやすいレベルで説明されており、「社員 

向けの経営方針説明」の参考になりました。②三信化工さんの「CFP の見かた～むずかし 

い～ほかにつかえない」の説明展開の中で「見える化」をうまく取り入れており、「社員向け 

の教育資料作成」の参考になりました。（40 代、男性） 

 ・ワークショップというので嫌だなと思った。しかし、今日のやり方は良かった。（50 代、女性） 

 ・CFP については知っているつもりでしたが、保管や使用についての排出量も含まれている 

  ことを知らず、今日は正確に勉強できてよかったです。消費者が適量買うことや、正しく使 

用することも大切とわかって責任を感じました。広く普及することを願っています。 

（40 代、女性） 

 

 

○CFP または CFP 制度についての意見  

・CFP 制度は、企業努力のみでは無理。消費者も使用段階で数値削減にかかわれる。その 

双方をふまえた説明、「CFP の数値を目安にどのように製品を選択し、使用するか」を同時 



に啓蒙していってほしい。（40 代、女性） 

・化石燃料から、再生可能燃料へのシフトが進む中で正しく CFP を理解して頂くためには、 

米の例で言えば、稲が生育する段階で吸収する CO2量は、本来原料の CO2発生量と 

相殺されるべきと考える。（50 代、男性） 

・問題意識をあまりもたない層の人達をも参加させるためには、ポイント制度などの incentive 

付与がある方が良いと思います。（60 代以上、女性） 

・「カーボンフットプリント」これでは何のことが不明。日本語で表現してほしい。もっと良い言葉 

はないか。（60 代以上、男性） 

・ISO の運用が早く開始され規格・基準の明確化がなされると良いと思います。（40 代、女性） 

・もっと普及させて下さい。（50 代、女性） 

 

  ※アンケートは、２４名の方にご回答をいただきました。 

 

 

 

 


